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シラバス

１．本授業科目の基本情報

講義名（コード） TGB274B プレゼンテーションⅡB

対象コース GB２ 単位数
2単位30

授業担当者 槌谷　智子 時間数

科目名（コード） TGB274 プレゼンテーションⅡB

対象学科 グローバルビジネス学科 配当学年 ２年生

２．本授業科目の概要

到達目標・目的

全体の内容と概要

授業時間外の学修

成績評価教員 槌谷　智子 講義期間 秋期

実務者教員
履修区分

実務者教員特記欄 講義

選択必修

国際力・人間力教育における、コミュニケーション分野の学びの中で、学生が異なる母語を持つ他者と誤解なく意思疎通

できるために、複雑な話題について事実や要点を明確に伝えられるようになる。

N2の漢字と語彙を学ぶ。漢字については１年生で習ったことを復習しながら、新出漢字や語彙を増やす。

就活やビジネスで使用する語彙を理解し、頻出漢字を書けるようになる。

予習：漢字は事前に3回ずつ書いて意味を確認しておくこと。

復習：授業で学んだ漢字の読みと語彙を復習しておくこと。

履修上の注意事項等

３. 本授業科目の評価方法・基準

評価前提条件 下記基準に従う。出席は2/3以上が必要となる。1/3以上の欠席の場合、自動的に落第となる。

評価基準
知識（期末試験点）

60％

自己管理力（出席点）

30％

協調性・主体性・表現力（平常点）

10％

配布したプリントは各自ファイルしておくこと。

評価方法 期末試験の点数
出席率X 0.3

（小数点以下切り上げ）

授業中の活動評価点

（5点を基準に加点・減点）

成績評価基準

評価 評価基準 評価内容

S 90～100点

C 60～69点 合格と認められる最低限の成績を表し、到達目標を達している。

D 59点以下
合格点と認められる最低限の成績に達しておらず、到達目標を充足

しておらず単位取得が認められない。

特に優れた成績を表し、到達目標を完全に達成している。

A 80～89点 優れた成績を表し、到達目標をほぼ達成している。

B 70～79点
妥当と認められる成績を表し、不十分な点が認められるも到達目標

をそれなりに成している。

F 評価不能 試験未受験等当該科目の成績評価の前提条件を満たしていない。
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４．本授業科目の授業計画

回 到達目標 授業内容

コンピューターに関する語彙の習

得

ガイダンス　完全マス語彙　6課２

スピードマスター漢字N2　UNIT５-１

行事に関する語彙の習得

漢字の習得

完全マスター語彙N2　7課１

スピードマスター漢字N2　UNIT5-３

5

6

3

4

政治・法律・歴史に関する語彙の

習得

完全マスター語彙N2　7課４

スピードマスター漢字N2　UNIT6-4

自然に関する語彙の習得

漢字の習得

完全マスター語彙N2　8課１

スピードマスター漢字N2　UNIT7-1

事件・事故・災害に関する語彙の

習得

完全マスター語彙N2　7課２

スピードマスター漢字N2　UNIT5-５

経済・産業に関する語彙の習得

漢字の習得

完全マスター語彙N2　7課３

スピードマスター漢字N2　UNIT６-２

9

10

7

8

演習問題

漢字の習得

語彙JLPT模擬試験

スピードマスター漢字N2　UNIT8-2

時間・空間の言葉の習得

漢字の習得

完全マスター語彙N2　9課２

スピードマスター漢字N2　UNIT8-4

科学・技術に関する語彙の習得

漢字の習得

完全マスター語彙N2　課題FB　8課２

スピードマスター漢字課題FB　UNIT7-3

数量を表す言葉の習得

漢字の習得

完全マスター語彙N2　9課１

スピードマスター漢字N2　UNIT7-5

13

14
まとめ

期末試験

まとめ（45分）

期末試験　漢字(30分）

11

12

後期の内容を理解し、確実に身に

つける
課題FB　後期のまとめ

意味がたくさんある動詞の習得

漢字の習得

完全マスター語彙N2　第2部1章1課

スピードマスター漢字N2　UNIT9-1

意味がたくさんある動詞の習得

漢字の習得

完全マスター語彙N2　第2部1章2課

スピードマスター漢字N2　UNIT9-3

参考文献・資料等

備考

15 追試・フィードバック Feedback

５．本授業科目の教科書・参考文献・資料等

教科書

適宜配布

進度は変更になることがあります。　水曜日２限

『完全マスター語彙N2』　『スピードマスター漢字N2』


